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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用情勢が改善し個人消費に底堅さがみられるなど、緩やか

な回復基調が続きました。しかしながら、設備投資の持ち直しの動きには足踏みがみられ、円高による輸出への影

響が懸念されるなど、景気の先行きは不透明な状況にあります。

 当社グループを取り巻く関連業界におきましては、主要取引先である自動車関連産業は、国内生産台数はほぼ前

年並みと持ち直しつつありますが、軽自動車販売台数が前年比で足元大幅にマイナスとなるなど、依然として盛り

上がりに欠ける状況にあります。

 鉄鋼産業は、世界粗鋼生産量が第１四半期から前年比増加に転じており、国内粗鋼生産量も前年比増加基調にあ

りますが、中国の粗鋼生産および鋼材輸出が依然として高水準にあり、厳しい状況が続いております。

 このような状況のなか、当社グループは営業と技術が一体となり、主力製品や新製品の拡販活動を積極的に推進

してまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は37億９千６百万円と前年同四半期比5.2％減

少となりましたが、安価原料への置換など製造原価の低減を一段と進めたこと等により、利益面では、営業利益１

億４千８百万円（前年同四半期比＋37.0％）、経常利益１億４千５百万円（前年同四半期比＋28.1％）、親会社株

主に帰属する四半期純利益１億６百万円（前年同四半期比＋41.9％）とそれぞれ増加させることができました。

 

 ①事業の分野別業績

 鋳造市場向けは、国内自動車生産台数がほぼ前年並みとなるなか、売上高は19億１千３百万円（売上高比率

50.4％）と前年同四半期と同水準になりました。

 鉄鋼市場向けは、高炉の炉修工事の減少等により、売上高は６億４千２百万円（売上高比率16.9％）と前年同四

半期比4.9％減少いたしました。

 溶解炉・環境関連市場向けは、新設炉の受注のずれ込み等を主因に、売上高は８億２千２百万円（売上高比率

21.6％）と前年同四半期比13.3％減少いたしました。

 海外市場向けは、アジア地域での製品出荷の減少等により、売上高は２億５千万円（売上高比率6.6％）と前年

同四半期比16.7％減少いたしました。

 不動産事業は、売上高１億６千９百万円（売上高比率4.5％）と前年同四半期比0.2％減少いたしました。 

 

 ②事業の種類別セグメントの業績

 種類別セグメントの売上高は、耐火物事業の売上高は27億６千８百万円（売上高比率72.8％）と前年同四半期比

2.7％減少し、営業利益は１億６千４百万円（前年同四半期比＋77.8％）となりました。溶解炉・環境関連市場向

けのエンジニアリング事業の売上高は８億６千２百万円（売上高比率22.7％）と前年同四半期比14.3％減少し、営

業利益は１億３百万円（前年同四半期比△28.0％）となりました。不動産事業の売上高は１億６千９百万円（売上

高比率4.5％）と前年同四半期比0.2％減少し、営業利益は９千５百万円（前年同四半期比＋3.7％）となりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末比２億１千１百万円（3.7％）減少し、54億８千

３百万円となりました。主として、売掛金の減少によるものです。

 当第２四半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末比１億６千３百万円（5.0％）増加し、34億４千

６百万円となりました。主として、貸倉庫建設に伴う建設仮勘定の増加によるものです。

 これにより、当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末比４千８百万円（0.5％）減少し、89

億３千万円となりました。

 当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末比４百万円（0.1％）減少し、33億５千９百万円

となりました。

 当第２四半期連結会計期間末の固定負債は、前連結会計年度末比４千８百万円（2.5％）減少し、19億２百万円

となりました。主として、長期借入金の返済、リース債務の減少によるものです。

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末比５百万円（0.1％）増加し、36億６千９百万円と

なりました。

 この結果、当第２四半期連結会計期間末の自己資本比率は41.1％（前連結会計年度末は40.8％）となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の通期連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）につきましては、平成28年５月12

日に公表した通期連結業績予想から修正を行っております。詳細につきましては、平成28年11月８日に発表いたし

ました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

［第２四半期（累計）連結業績予想］ 

  売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に帰

属する四半期純

利益

1株当たり

四半期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ） 3,850 140 150 90 6.66

今回修正予想（Ａ） 3,796 148 145 106 7.88

増減額（Ｂ－Ａ） △54 8 △5 16  

増減率（％） △1.4 5.9 △3.0 18.3  

前期実績 4,006 108 114 75 5.55

 

［通期連結業績予想］ 

  売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に帰

属する当期純利

益

1株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ） 7,900 300 310 180 13.32

今回修正予想（Ａ） 7,900 300 310 200 14.79

増減額（Ｂ－Ａ） － － － 20  

増減率（％） － － － 11.1  

前期実績 7,968 275 292 147 10.88
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（参考）

［第２四半期（累計）個別業績予想］ 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり

四半期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ） 3,800 120 130 80 5.92

今回修正予想（Ａ） 3,731 130 148 114 8.42

増減額（Ｂ－Ａ） △69 10 18 34  

増減率（％） △1.8 8.4 13.8 42.3  

前期実績 3,840 90 117 86 6.34

 

［通期個別業績予想］ 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

前回発表予想（Ａ） 7,700 260 270 160 11.84

今回修正予想（Ａ） 7,700 260 270 180 13.32

増減額（Ｂ－Ａ） － － － 20  

増減率（％） － － － 12.5  

前期実績 7,737 236 258 157 11.64

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更による当第２四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。
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